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彙

報

　
　
　
　
憲
都
暫
翠
書
春
期
公
開
講
灘
密

　
五
月
十
九
臼
’
午
後
一
時
よ
り
京
郡
法
科
…
穴
譜
第
丹
砂
騒
に
於
て
太
コ
合
n
赤
期

生
都
側
演
曾
を
開
き
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
精
紳
作
簗
酸
蓮
の
近
路
及
び
冒
に
於
け
る
精
帥
作
業
の
苗
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
警
士
　
槍
臨
淺
太
郎
齎

　
　
美
の
具
帥
課
性
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
醗
’
博
士
　
深
一
　
田
　
羅
…
　
算
欝
…
、

　
右
絡
て
學
生
集
倉
灰
に
於
て
、
晩
｛
確
認
を
開
く
。
因
に
、
　
本
號
に
禍
げ
た

る
楢
崎
躯
士
の
『
・
揮
撃
と
客
糎
的
方
謹
は
、
こ
の
講
演
砂
後
串
に
本
き

て
更
に
搬
敲
を
純
だ
る
も
の
、
深
醗
博
士
㊧
『
美
の
具
象
性
』
　
も
近
く
一
」
不
等

K
掲
載
せ
ら
る
、
．
へ
き
を
以
て
、
典
に
ご
エ
に
は
詑
録
せ
ず
。

　
　
　
　
窟
都
瀞
躍
宍
學
講
濱
曾

　
山
承
都
帝
閾
囲
大
學
は
本
児
一
日
よ
り
」
、
岡
穴
腺
撃
に
於
て
、
　
伸
鋤
九
罎
畝
醗
戸
倉
を

開
く
。
講
演
科
目
及
び
そ
の
龍
晒
論
点
の
如
し
。

　
○
軽
四
公
法
　
　
　
　
法
科
大
岸
教
授
　
法
學
博
士
　
予
賀
鶴
太
郎

　
○
纒
濟
の
獲
淫
　
　
　
　
　
　
法
科
大
歌
助
教
授
　
本
庄
榮
治
鄭

O
循
環
器
生
理
學
　
内
容
循
環
器
生
理
學
一
般
の
事
項
殊
に
誤
報
し

　
　
易
き
鮎
に
就
て
（
憂
欝
説
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
科
大
雄
教
綬
・
・
磐
撃
博
士
　
石
川
　
日
綴
鶴
丸

　
○
淡
水
藻
獺
學
及
浮
華
血
物
錘
大
意
　
　
内
審
　
淡
水
覆
類
學
、
形
態
及

　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

　
講
翫
魁
、
生
長
及
姥
殖
法
、
灰
霧
現
㎝
嵩
、
諸
福
山
の
輝
塀
本
製
作
並
に
駐
藏
法
、
分

　
嶽
大
要
浮
游
生
物
學
大
憲
、
澹
箪
、
生
態
に
關
す
る
帯
項
、
　
採
集
鯨
藏

　
法
並
に
器
具
類
、
簡
易
定
量
法
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
科
大
津
講
師
　
赤
　
塚
　
孝
　
三

〇
飛
行
機
概
説
　
　
　
　

エ
科
大
學
敏
授
濱
部
源
次
郎

○
古
代
印
度
の
佛
巴
鴨
晶
災
術
と
東
洋
に
於
け
る
舳
共
影
響
（
幻
…
燈
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
丈
科
大
難
敏
授
　
丈
學
博
士
　
松
本
丈
三
郎

　
○
孝
古
説
研
究
法

　
○
支
那
縮
∵
文
の
畿
泥
罵
及
修
酷
期
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
穴
聡
助
敏
授

　
○
有
機
化
合
物
の
電
解
反
臓
（
實
験
広
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
科
大
毒
教
授
　
理
學
博
士

　
O
航
窒
理
論
大
意
　
　
　
　
　
　
理
科
大
事
助
敏
授

　
○
微
積
分
學
概
念
　
　
　
　
　
　
理
科
大
學
講
師

右
の
外
左
の
科
外
講
演
あ
り
。

　
審
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
科
大
完
工
三
冠

　
演
職
罪
に
就
て
　
　
　
　
　
　
法
科
大
學
助
教
授

　
哀
史
に
彩
れ
る
近
世
填
何
國
（
幻
燈
善
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
新
帝
園
大
學
司
書
官

　
英
閥
凹
取
古
【
の
可
融
Ψ
時
（
幻
燈
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
料
大
露
助
敷
盤

　
験
後
の
解
済
、
　
　
法
科
大
器
漁
黙
授
　
法
…
學
博
士

　
清
初
の
鑑
家
を
論
ず
（
幻
燈
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
穂
大
飾
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七

丈
科
大
學
敏
授
渡
田
耕
作

鈴
木
　
虎
雄

松玉松
井
　
元
　
興

城
嘉
十
郎

本
　
敏
　
三

千
葉
胤

宮
本
莫
惰

長

簿
　
書

厨
川
　
辰
夫

．
小
川
郷
太
郎

窟
周
謙
蕨
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哲
學
讐
　
究
　
　
第
こ
十
八
輩

心
理
豊
譲
書
愈

　
五
月
二
十
一
日
午
後
三
時
よ
り
心
理
學
實
瞼
室
に
て
例
農
協
を
開
き
、
左
の

講
演
あ
弩
。

　
　
余
の
挙
・
業
恥
諦
丈
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
　
帝
田
　
一
　
郎
君

謎
禽
璽
禽

　
二
月
二
十
ご
圓
午
後
六
時
よ
り
一
坐
血
巣
三
冠
に
て
開
催
し
米
田
識
一
師
を
初

め
衛
H
員
登
部
嵩
席
し
次
の
講
演
あ
り
。
十
時
散
合
μ
せ
り
。

　
「
伯
…
林
と
二
三
迂
に
就
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諏
　

訪
　
　

潜

今
日
の
伯
林
が
彼
の
地
に
於
て
礎
達
せ
し
厨
以
を
、
　
人
丈
鞄
理
學
的
見
地
よ

り
、
稲
隅
々
の
項
胤
に
含
ち
て
細
弥
澗
し
、
終
に
・
交
化
史
灼
見
地
よ
り
伯
林
と
巴

墾
遭
の
比
較
を
な
し
、
可
溶
考
現
衣
に
於
け
ろ
購
都
市
の
使
命
に
論
及
せ
り
。

潤
月
二
＋
五
研
午
後
セ
暗
よ
り
學
二
二
一
場
に
て
山
冠
、
次
の
講
演
あ
り
。

　
　
田
園
都
市
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諏
　

訪
　
　
潜

都
市
問
題
は
今
日
に
脱
け
る
重
婆
切
實
な
る
瀧
會
問
題
な
る
が
田
醐
都
市
は

既
成
都
市
の
三
韓
と
競
ん
で
新
に
起
臼
べ
き
鵜
市
に
封
ず
る
ヅ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
震
す
も
の
な
る
を
述
べ
て
田
園
都
市
の
本
質
及
び
田
園
重
宝
・
田
附
郊
外
田

闇
剛
村
曲
洛
の
獲
劉
、
都
合
隅
と
田
舎
と
の
剰
り
筈
、
田
臨
図
都
市
｝
の
工
崩
莱
的
方
断
等
を

説
き
絡
に
珊
賜
晒
轟
衛
三
吟
の
由
轡
態
、
鮒
園
幣
野
外
の
礁
愉
選
冷
二
王
べ
弘
、
り
。

薪
著
紹
介

ス
賦
ノ
》
暫
雛
大
系

二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
士
　
小
　
尾
　
範
　
治
課

　
近
時
糠
外
界
の
風
潮
が
漸
次
眞
面
目
に
な
っ
て
、
－
か
の
薫
浪
杜
撰
な
翼
丈

的
麟
灘
や
、
一
時
の
場
雷
り
を
翼
的
と
し
た
際
物
的
礫
課
で
な
し
に
、
娩
輿
に
梅

轟
繊
あ
る
串
口
典
約
、
　
代
山
救
的
著
作
一
の
、
欝
端
脳
あ
ろ
灘
北
課
が
、
ぼ
つ
く
と
袈
れ

る
に
至
っ
た
事
は
、
　
一
般
譲
講
界
の
鴬
に
誠
に
、
慶
賀
ず
べ
き
事
と
い
は
な

け
れ
ば
な
ら
搬
。

　
最
遍
吾
人
は
、
恰
も
時
歪
同
じ
く
し
て
、
　
二
個
の
古
典
的
著
作
の
新
課
が

完
成
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
、
喜
ぶ
べ
き
報
道
に
接
し
た
。
そ
の
一
は
、
波
多
野

鰯搾

m
及
び
宮
本
三
士
距
畠
砕
の
カ
ン
ト
の
「
｛
買
蹉
理
聾
批
判
」
で
あ
号
、
　
今
一

つ
は
鼓
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
、
小
尾
門
口
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
エ
チ
カ
」
の
毅

課
で
あ
る
。

ガ
ン
ト
の
史
的
地
泣
及
び
本
曹
の
償
値
に
就
て
は
、
今
更
ら
冗
辮
を
費
す
必

要
は
な
い
が
、
先
に
は
桑
木
教
授
及
び
天
野
三
士
に
依
っ
て
、
錦
の
「
哲
學

序
説
」
の
猿
範
的
三
三
あ
墾
、
　
心
，
ま
た
謙
者
典
人
を
得
て
斜
の
實
践
哲
學
の

新
課
が
完
成
せ
ら
れ
、
斯
…
く
て
此
の
偉
穴
な
る
哲
人
の
思
想
は
、
約
小
丁
分
程

は
我
邦
一
般
の
讃
欝
家
の
飯
野
と
な
っ
た
。
其
の
第
一
批
判
書
及
び
第
三
批

鍔
高
等
の
邦
揮
が
完
成
を
見
る
の
欝
蚤
、
　
患
ふ
に
遠
く
は
あ
る
蜜
い
か
ら
、

此
等
の
書
と
柑
待
っ
て
、
紘
の
近
代
の
所
謂
思
潮
の
源
泉
は
、
繭
蟷
實
に
農
削
凶

二
三
黒
あ
勝
有
と
な
る
で
あ
ら
う
．

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
崇
の
預
値
に
就
て
は
、
見
る
入
に
よ
つ
て
、
可
な
り
径
滋

が
あ
る
か
も
し
劇
ぬ
。
否
熊
今
日
の
多
数
煮
に
堪
っ
て
は
、
　
ス
ピ
ノ
ザ
は
輩

な
る
一
個
の
繍
蹴
論
者
、
　
現
代
の
思
想
に
は
何
等
の
交
渉
も
な
き
過
去
の
「
歴


